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東
京
都
医
師
会
は
８

月
26
日
に
東
京
都
福
祉

保
健
局
、
同
病
院
経
営

本
部
を
通
じ
て
東
京
都

知
事
に
予
算
要
望
を

行
っ
た
。
ま
た
、
７
月

26
日
に
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
お
よ
び
都
議
会

公
明
党
、
８
月
22
日
に

は
都
議
会
自
民
党
の

議
員
に
対
し
て
要
望

事
項
の
説
明
を
行
っ

た
。
以
下
は
要
望
書
の

冒
頭
を
要
約
し
た
も
の

で
あ
る
。

東
京
都
医
師
会
は
、

令
和
元
年
６
月
、
３
期

目
の
尾
﨑
新
執
行
部
が

発
足
し
た
。
新
し
い
役
員
体
制
の

も
と
、
昨
年
末
に
産
科
・
小
児
科

の
先
生
方
の
悲
願
で
あ
っ
た
成
育

基
本
法
が
成
立
し
た
こ
と
を
受

け
、
従
来
の
医
療
政
策
に
加
え
、

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
か
ら
地
域

包
括
ケ
ア
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
（Advance 

Care Planning

）
ま
で
、
全
世
代

に
わ
た
っ
て
し
っ
か
り
と
医
療
面

で
都
民
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
医
師

会
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
１
年
後
に
迫
っ
て
い
る

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
つ

い
て
も
、
東
京
都
医
師

会
が
求
め
ら
れ
て
い
る

医
療
面
で
の
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
総

力
を
挙
げ
て
協
力
し
て

い
く
。

役
職
員
一
同
、
心
を

新
た
に
し
て
積
極
的
に

新
し
い
医
療
政
策
を
提

言
し
、「
東
京
か
ら
日

本
を
変
え
て
い
く
」
と

い
う
気
概
を
持
っ
て
任

に
あ
た
っ
て
い
く
。

東
京
都
医
師
会
が
掲

げ
る
６
つ
の
重
点
医
療

政
策
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

東
京
都
医
師
会
が
考
え
る
重
点
医
療
政
策

① 

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
お
け
る
医
療
提
供
体

制
の
整
備
、
対
応
力
向
上

•  

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
等
に
お
け
る

熱
中
症
予
防
対
策
と
救
急
医

療
対
策

•  

麻
し
ん
・
風
し
ん
、
輸
入
感

染
症
、
新
興
感
染
症
へ
の
さ

ら
な
る
対
策

•   

訪
日
外
国
人
に
対
す
る
医
療

提
供
体
制
の
整
備

② 

安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る

東
京

• 

妊
産
婦
の
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー

ト
事
業
、
未
受
診
妊
婦
・
若

年
妊
娠
へ
の
対
策
と
支
援

•  

児
童
虐
待
の
防
止
や
早
期
発

見
の
た
め
の
体
制
づ
く
り

•   

小
児
在
宅
医
療
の
充
実
、
小

児
・
若
年
世
代
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
育
成

③ 

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
持
っ

た
都
民
を
育
て
る

•   

が
ん
教
育
、
性
教
育
を
は
じ

め
と
し
た
健
康
教
育
へ
の
積

極
的
な
取
り
組
み

•   

国
民
皆
保
険
制
度
や
日
本
の

社
会
保
障
な
ど
、
医
療
の
仕

組
み
・
受
診
の
仕
方
に
つ
い

て
の
教
育

•   

高
齢
者
施
設
・
障
が
い
者
施

設
や
保
育
所
等
で
の
中
高
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

④ 

働
く
人
が
禁
煙
し
て
健
康

に
、
一
方
で
病
を
抱
え
る

人
々
の
両
立
支
援
を

•  

禁
煙
希
望
者
支
援
へ
の
策
と

し
て
、
都
内
各
自
治
体
に
お

け
る
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
治
療

の
補
助
事
業
の
一
層
の
充
実

•   

企
業
内
か
ら
社
員
の
禁
煙
を

進
め
る
禁
煙
推
進
企
業
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
に
対
す
る
支

援
・
協
力

•   

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
に

対
す
る
補
助

⑤ 

高
齢
者
が
無
理
せ
ず
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
東
京

•   

在
宅
医
療
の
24
時
間
体
制
に

対
す
る
東
京
都
医
師
会
の
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援

• 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ

の
住
民
参
加
の
推
進

• 

高
齢
者
セ
ッ
ト
検
診
の
提
案

（
フ
レ
イ
ル
対
策
、
認
知
症

検
診
、
成
人
眼
科
検
診
、
高

齢
者
難
聴
検
診
を
セ
ッ
ト
に

し
た
検
診
）

• 

地
域
医
療
の
中
で
か
か
り
つ

け
医
と
協
働
し
て
診
療
に
あ

た
る
医
療
と
介
護
に
精
通

し
た
新
し
い
看
護
介
護
職

の
創
設

• 

認
知
症
検
診
推
進
事
業
の
充
実

⑥ 

地
域
医
療
構
想
の
着
実
な

実
現
の
た
め
の
医
療
機
関

の
連
携

• 

東
京
総
合
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
医
療
介
護
の
た
め
の
多

職
種
連
携
ポ
ー
タ
ル
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
情
報

の
共
有

•   

退
院
支
援
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
、

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

•   

病
院
救
急
車
を
利
用
し
た
搬

送
シ
ス
テ
ム
の
充
実
と
そ
れ

を
拡
大
す
る
た
め
の
消
防
救

急
車
の
譲
渡
継
続

• 

連
携
担
当
者
の
人
材
の
育

成
・
確
保

東京都病院経営本部への予算要望

東京都福祉保健局への予算要望
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７
月
９
日
（
火
）、
定
例
記
者

会
見
が
東
京
都
医
師
会
館
で
行
わ

れ
た
。

３
期
目
の
東
京
都
医
師
会
長
就
任

に
あ
た
り

�

尾
㟢
治
夫
会
長

３
期
目
の
会
長
就
任
に
あ
た
り

「
引
き
続
き
タ
バ
コ
対
策
、
フ
レ

イ
ル
予
防
、
成
人
の
疾
病
予
防
と

高
齢
者
の
介
護
予
防
に
力
を
注

ぐ
。
ま
た
成
育
基
本
法
が
成
立
し

た
こ
と
に
よ
り
、妊
娠
か
ら
出
産
、

成
人
期
ま
で
つ
な
が
る
、
切
れ
目

の
な
い
医
療
を
全
世
代
に
わ
た
っ

て
支
援
し
、
東
京
の
医
療
を
支
え

て
い
く
医
師
会
を
目
指
す
と
と
も

に
、
東
京
か
ら
日
本
を
変
え
て
い

く
と
い
う
意
気
込
み
を
持
ち
、
さ

ら
に
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴

う
対
策
に
つ
い
て
万
全
を
期
す

る
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

全
世
代
に
わ
た
っ
て
都
民
の
医
療

を
支
え
る
医
師
会
を
目
指
す

現
在
、
多
く
の
課
題
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
が
、
具
体
化
し
つ

つ
あ
る
「
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
（
う
つ
病
）
対
策
」、「
学
校
医

に
よ
る
健
康
教
育
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
。

「
妊
産
婦
が
自
殺
す
る
原
因
と

し
て
、
精
神
疾
患
（
う
つ
病
）
が

絡
ん
で
い
る
こ
と
が
多
く
、
妊
婦

が
安
心
し
て
出
産
す
る
た
め
の
対

策
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル
面
の
サ

ポ
ー
ト
は
精
神
科
医
、
妊
娠
中
の

病
気
等
は
産
婦
人
科
医
、
出
産
後

は
小
児
科
医
と
連
続
し
た
フ
ォ

ロ
ー
を
し
て
い
く
連
携
体
制
を
構

築
し
て
い
き
た
い
。
そ
う
す
る
こ

と
で
、
出
産
前
後
の
母
親
の
不
安

な
ど
が
緩
和
さ
れ
、
育
児
放
棄
や

児
童
虐
待
の
防
止
に
つ
な
が
る
こ

と
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
学
校
教
育
の
中
で
健
康

教
育
を
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
充
実
さ

せ
、
し
っ
か
り
と
し
た
ヘ
ル
ス
リ

テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
必

要
で
あ
る
。「
が
ん
教
育
は
２
０

２
０
年
ま
で
に
す
べ
て
の
中
学

校
・
高
校
で
医
師
等
の
外
部
講
師

が
授
業
を
実
施
、
性
教
育
に
つ
い

て
は
、
高
校
等
で
産
婦
人
科
医
が

授
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
中

学
校
で
は
学
習
指
導
要
領
を
超
え

た
内
容
で
モ
デ
ル
授
業
を
行
っ
て

い
る
。
将
来
的
に
は
全
都
的
に
展

開
し
て
い
き
た
い
が
、都
内
の
小
・

中
・
高
校
は
約
２
６
０
０
校
、
児

童
生
徒
は
約
１
２
６
万
人
で
あ

る
。
専
門
医
だ
け
で
は
対
応
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
学
校
医
の
先
生

方
に
活
動
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、

授
業
を
通
じ
て
命
の
大
切
さ
を
伝

え
、
医
学
的
に
正
確
な
情
報
を
教

え
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
を
培
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

東
京
か
ら
日
本
を
変
え
て
い
く
と

い
う
視
点
を
持
っ
て
活
動
す
る

高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交
通
事

故
が
発
生
し
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
当
初
、
認
知
症
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
が
、
高
齢
に

よ
る
運
動
技
能
、
身
体
機
能
の
低

下
等
に
よ
る
要
因
が
事
故
を
引
き

起
こ
す
場
合
が
あ
る
。
多
面
的
に

高
齢
者
の
運
転
を
考
え
る
た
め
、

内
科
医
、
精
神
科
医
、
眼
科
医
、

弁
護
士
、
モ
ー
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
な
ど
多
職
種
か
ら
意
見
を
聞

き
、
検
討
す
る
会
「
高
齢
社
会
に

お
け
る
運
転
技
能
及
び
運
転
環
境

を
考
え
る
会
」
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。
会
で
は
健
康
寿
命
の

延
伸
の
た
め
に
、
高
齢
の
運
転
者

が
長
く
運
転
す
る
た
め
の
技
能
サ

ポ
ー
ト
や
車
の
安
全
機
能
（
自
動

ブ
レ
ー
キ
等
の
整
備
）
対
策
、
免

許
返
納
後
の
対
応
策
を
講
じ
る

こ
と
な
ど
、
行
政
に
も
協
力
を

得
る
と
と
も
に
改
善
策
を
考
え
て

い
く
。

地
域
医
療
の
中
で
は
か
か
り
つ

け
医
が
重
要
な
キ
ー
マ
ン
で
あ

り
、
日
医
か
か
り
つ
け
医
研
修
制

度
に
よ
り
最
新
の
医
療
情
報
を
熟

知
し
、
身
近
で
頼
り
に
な
る
医
師

を
養
成
し
て
い
る
。
看
護
職
に
お

い
て
も
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で

あ
り
、
か
か
り
つ
け
医
と
一
緒
に

働
く
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、医
療
・

介
護
・
福
祉
の
幅
広
い
知
識
を
兼

ね
備
え
た
看
護
職
も
必
要
と
考

え
、「
医
療
介
護
等
人
材
検
討
委

員
会
」
を
設
置
し
、
新
し
い
職
種

の
制
度
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の
ワ
ク
チ
ン
対

策
に
つ
い
て

～
侵
襲
性
髄
膜
炎
菌
感
染
症
、

�

麻
し
ん
、
風
し
ん
等
～

�

鳥
居 

明
理
事

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
い
訪
日
外
国

人
旅
行
者
数
は
約
４
０
０
０
万

人
、
１
日
の
来
場
者
は
92
万
人
と

予
想
さ
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
一

定
期
間
、
限
定
さ
れ
た
地
域
に
お

い
て
同
一
目
的
で
集
合
し
た
多
人

数
の
集
団
を
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ

と
定
義
し
て
い
る
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
は
ま
さ
し
く
マ
ス
ギ
ャ

ザ
リ
ン
グ
で
あ
り
、
感
染
症
が
ま

ん
延
す
る
「
過
密
」
と
「
移
動
」

と
い
う
２
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
下
で
注
意

が
必
要
な
疾
患
は
、
空
気
感
染
し

感
染
力
が
強
い
麻
し
ん
、
妊
娠
中

に
感
染
す
る
と
胎
児
に
影
響
を
及

ぼ
す
風
し
ん
、
病
状
の
進
行
が
早

く
重
症
化
す
る
侵
襲
性
髄
膜
炎
菌

感
染
症
等
で
あ
り
、
感
染
症
が
発

生
し
た
場
合
、
拡
大
し
て
都
民
等

の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
大
会
運
営
に
支
障
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。「
麻
し

ん
・
風
し
ん
・
侵
襲
性
髄
膜
炎
菌

感
染
症
は
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
が
、
発
生
予
防
と
ま
ん

延
防
止
に
は
全
国
レ
ベ
ル
で
の
対

策
が
必
要
で
あ
る
。
感
染
症
対
策

は
喫
緊
の
課
題
と
捉
え
、
本
会
で

は
日
本
医
師
会
、
東
京
都
に
対
し

て
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
啓
発
等
を
要

望
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

■
参
加
メ
デ
ィ
ア（
敬
称
略
）

日
本
医
事
新
報
社
、
社
会
保

険
研
究
所
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
マ

ガ
ジ
ン
、
じ
ほ
う
、
毎
日
新

聞
、
読
売
新
聞
、
日
本
経
済

新
聞
、
共
同
通
信
、
テ
レ
ビ

朝
日
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ

東
京
都
医
師
会
定
例
記
者
会
見

尾﨑会長

鳥居理事

日
本
医
師
会
は
冒
頭
の
報
告
書

を
受
け
て
「
臨
床
研
修
・
専
門
研

修
や
高
度
技
能
育
成
を
要
す
る
集

中
技
能
向
上
水
準
を
満
た
す
医
療

機
関
で
の
時
間
外
労
働
年
１
８
６

０
時
間
は
高
い
上
限
だ
が
、
医
療

提
供
が
過
度
に
制
限
さ
れ
た
り
、

地
域
医
療
が
崩
壊
し
な
い
よ
う
な

制
度
設
計
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
日
医
が
主
張
し
て
き
た
『
医

師
の
健
康
へ
の
配
慮
』
と
『
地
域

医
療
の
継
続
性
』
の
両
立
と
い
う

観
点
か
ら
評
価
す
る
。
今
後
、
国

民
の
理
解
も
含
め
て
慎
重
に
検
証

し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
見
解
を
示
し
て
い
る
。
医

師
に
つ
い
て
も
一
般
則
が
求
め
て

い
る
水
準
と
同
様
の
労
働
時
間
を

達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
２
０

３
５
年
度
末
の
暫
定
特
例
水
準
の

解
消
に
向
け
て
、
各
関
係
機
関
で

の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
。

数
字
が
先
行
し
て
い
る
現
況
で

あ
る
が
、
医
師
と
し
て
の
研
鑽
に

は
実
地
の
経
験
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
米
国
卒

後
医
学
教
育
認
定
評
議
会
（
Ａ
Ｃ

Ｇ
Ｍ
Ｅ
）
は
レ
ジ
デ
ン
ト
の
労
働

時
間
に
つ
い
て
週
80
時
間
と
し
て

お
り
、
こ
れ
は
時
間
外
労
働
年
１

９
２
０
時
間
に
相
当
す
る
水
準
で

あ
る
。
現
状
に
お
い
て
年
間
３
０

０
０
時
間
近
い
時
間
外
労
働
を
し

て
い
る
医
師
も
い
る
中
で
、
現
場

か
ら
は
明
確
な
時
間
外
労
働
基
準

の
提
示
や
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ

ル
等
の
追
加
的
健
康
確
保
措
置

は
、
雇
用
側
の
医
療
機
関
の
環
境

改
善
や
ト
ッ
プ
の
意
識
改
革
に
つ

な
が
る
、
と
評
価
す
る
声
も
あ

が
っ
て
い
る
。

一
方
、
研
修
時
期
は
ま
さ
に
女

性
医
師
が
結
婚
・
出
産
・
子
育
て

に
直
面
す
る
時
期
と
一
致
す
る
。

女
性
医
師
が
高
度
技
能
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
意
欲
、
指
導
的
立
場
を

目
指
す
機
会
を
な
く
す
こ
と
が
な

い
よ
う
、
ま
た
、
共
に
医
療
に
従

事
す
る
医
師
が
疲
弊
し
な
い
よ
う

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
実
行
力
の
あ

る
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
タ

ス
ク
シ
フ
ト
、
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
が
可
能
な
業
務
を
明
確
化
し

て
、
複
数
主
治
医
制
・
シ
フ
ト
制

の
導
入
を
医
療
安
全
や
経
営
の
観

点
か
ら
も
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。情
報
管
理
を
担
保
し
つ
つ
、

医
療
分
野
で
の
テ
レ
ワ
ー
ク
等
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
整
備
に
よ
る
業
務
の
効
率

化
も
検
討
事
項
だ
。
新
た
な
医
療

提
供
体
制
が
広
く
受
け
入
れ
ら
れ

る
よ
う
に
国
民
へ
の
啓
発
活
動
も

重
要
で
あ
る
。

個
人
や
家
庭
よ
り
仕
事
が
専

一
、
と
い
う
社
会
通
念
を
男
女
共

に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
働
き
方
の
転
換
期
に
、
医
療
界

は
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
。
医

師
会
は
現
場
の
医
師
の
声
と
雇
用

側
の
経
営
上
の
課
題
を
行
政
に
届

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
医
師
会
が
公
益
的
事
業

と
し
て
女
性
医
師
支
援
に
取
り
組

み
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
、
女

性
医
師
の
入
会
率
の
向
上
や
医
師

会
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
意
欲

を
も
た
ら
し
将
来
の
組
織
強
化
に

つ
な
が
る
。
多
様
な
雇
用
形
態
の

あ
る
東
京
都
の
女
性
医
師
の
勤
務

環
境
の
把
握
と
雇
用
側
の
意
識
変

革
や
安
定
し
た
経
営
維
持
の
た
め

に
、
今
後
も
会
員
各
位
の
声
を
反

映
し
て
女
性
医
師
支
援
と
医
師
の

働
き
方
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

�

（
島
㟢
美
奈
子
）

厚
生
労
働
省『
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関
す
る
検
討
会
』の
報
告
書
は
、

医
師
の
時
間
外
労
働
規
制
の
具
体
的
な
在
り
方
や
、労
働
時
間
の
短
縮

策
を
提
示
し
た
。医
師
の
就
労
に
関
す
る
議
論
を
契
機
に
、今
後
さ
ら
に

増
加
す
る
女
性
医
師
支
援
の
具
体
的
な
制
度
設
計
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

女
性
医
師
支
援
と

　
医
師
の
働
き
方
改
革

�

～
具
体
的
な
制
度
設
計へ～
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７
月
20
日
（
土
）、
都
内
に
お

い
て
令
和
元
年
度
関
東
甲
信
越
医

師
会
連
合
会
医
療
保
険
部
会
お
よ

び
介
護
保
険
部
会
が
開
催
さ
れ
、

各
部
会
と
も
活
発
な
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
蓮
沼
剛

理
事
、
魚
住
葵
理
事
お
よ
び
黒
瀨

巌
理
事
が
参
加
し
た
。
ま
た
日
本

医
師
会
よ
り
松
本
吉
郎
常
任
理
事

が
臨
席
し
、
各
検
討
テ
ー
マ
に
対

し
て
コ
メ
ン
ト
・
総
括
を
行
っ
た
。

東
京
都
医
師
会
は
検
討
テ
ー
マ

と
し
て
、「
妊
婦
加
算
凍
結
に
み

る
平
成
30
年
度
診
療
報
酬
改
定
の

問
題
点
」
を
提
起
し
た
。「“
凍
結

と
い
う
判
断
が
次
回
の
診
療
報
酬

改
定
を
待
た
ず
に
行
わ
れ
た
”
と

い
う
経
緯
・
手
法
は
容
認
し
が
た

い
」
と
い
う
主
張
に
対
し
て
、
参

加
全
医
師
会
が
同
意
見
で
あ
る
と

回
答
し
た
。

さ
ら
に
、
我
が
国
の
“
少
子
化

対
策
”“
子
育
て
支
援
策
”
の
た

め
の
真
に
適
切
な
“
妊
婦
お
よ
び

母
子
に
対
す
る
支
援
策
”
を
構
築

す
る
目
的
で
、
以
下
の
具
体
的
提

案
も
行
っ
た
。

①
妊
娠
中
お
よ
び
１
歳
未
満
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る

妊
婦
お
よ
び
母
親
の
医

療
費
自
己
負
担
額
を
無

償
化
す
る

②
「
妊
婦
加
算
」
と
い

う
名
称
を
「
周
産
期
乳

児
加
算
」
な
ど
他
の
名

称
に
改
め
る

③
加
算
を
算
定
可
能
な

保
険
医
療
機
関
を
医
科
の
み
な
ら

ず
、
歯
科
や
調
剤
と
い
っ
た
す
べ

て
の
保
険
機
関
に
対
象
を
拡
大

す
るこ

れ
ら
の
提
案
は
満
場
一
致
で

支
持
さ
れ
、松
本
常
任
理
事
は「
次

期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
て
同
提

案
に
沿
っ
た
内
容
を
主
張
し
て
い

く
」
と
総
括
し
た
。

そ
の
他
の
検
討
テ
ー
マ
に
お
い

て
、「
機
能
強
化
加
算
」「
診
療
情

報
提
供
料
」「
初
診
料
の
査
定
」

に
つ
い
て
は
東
京
都
医
師
会
が
代

表
回
答
し
、
活
発
な
討
論
が
行
わ

れ
た
。
検
討
テ
ー
マ
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

①
基
本
診
療
料
に
お
け
る
問
題
点

・
機
能
強
化
加
算

・
妊
婦
加
算

・
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

・
救
急
医
療
管
理
加
算

②
特
掲
診
療
料
に
お
け
る
問
題
点

・
特
定
疾
患
療
養
管
理
料

・
診
療
情
報
提
供
料

・
調
剤
技
術
料

③
保
険
審
査
上
の
取
り
扱
い
に
お

け
る
問
題
点

・
初
診
料
の
査
定

・�

先
発
医
薬
品
と
効
能
効
果
に
違

い
が
あ
る
後
発
医
薬
品
の
取
り

扱
い

④
厚
生
局
に
お
け
る
指
導
に
つ

い
て

・�

指
導
方
法
に
対
す
る
医
師
会
か

ら
の
提
言

・
高
点
数
に
よ
る
指
導

⑤
そ
の
他

・
在
宅
医
療

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
平
川
博

之
副
会
長
、
西
田
伸
一
理
事
お
よ

び
土
谷
明
男
理
事
が
参
加
し
た
。

検
討
テ
ー
マ
は
①
介
護
保
険
３

施
設
に
お
け
る
保
険
制
度
上
の
矛

盾
・
問
題
点
、
②
要
介
護
認
定
審

査
に
お
け
る
問
題
点
、
③
居
住
系

施
設
に
お
け
る
問
題
点
、
④
介
護

人
材
確
保
に
お
け
る
問
題
点
、
の

４
点
に
集
約
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
各
都
県
医
師
会
か
ら
具
体

的
な
検
討
課
題
10
項
目
が
事
前
提

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

沿
っ
て
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
。

①
で
は
老
健
の
在

宅
復
帰
機
能
制
度

や
、
生
活
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
介

護
保
険
移
行
に
関
す

る
問
題
点
に
つ
い

て
、
ま
た
在
宅
で
の

よ
り
有
効
な
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
療

提
供
体
制
を
構
築
す

る
た
め
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
議
論
さ
れ

た
。
②
で
は
、
東
京

都
医
師
会
か
ら
サ
ー

ビ
ス
担
当
者
会
議
へ

の
医
師
の
参
加
促
進

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
議

題
提
起
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

会
議
へ
の
主
治
医
の
参
加
が
進
ま

な
い
中
、
連
携
レ
ベ
ル
の
高
い
重

度
在
宅
療
養
者
に
お
い
て
は
主
治

医
の
意
見
が
必
須
で
あ
り
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
や
診
療
所
で
の
会
議
等
の

工
夫
が
必
要
で
あ
る
と
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
末
期
が
ん
患

者
の
介
護
認
定
や
主
治
医
研
修
事

業
の
課
題
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ

た
。
③
で
は
有
床
診
療
所
の
居
宅

介
護
支
援
事
業
所
併
設
の
普
及
と

入
退
院
支
援
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
④
で
は
介
護

人
材
不
足
に
対
す
る
対
応
や
介
護

施
設
に
お
け
る
働
き
方
改
革
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
た
。
終
わ
り
に
江
澤

和
彦
日
医
常
任
理
事
よ
り
総
括
が

あ
り
、
盛
況
な
う
ち
に
２
時
間
半

の
議
論
を
終
え
た
。

看護師への医師助言 17,707 19,083 -1,376 （-7.2%） 117.3 
通信員への医師助言 7,891 10,117 -2,226 （-22.0%） 52.3 

（※1）救急相談件数に占める割合
（※2）応答率とは、総着信件数に占める受付件数の割合。（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合

前年
同時期

一日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 191,082 174,672 16,410 （9.4%） 1,265.4 
受 付 件 数 179,285 165,037 14,248 （8.6%） ─ ─ 1,187.3 

医療機関案内 81,331 83,551 -2,220 （-2.7%） 45.4% 50.6% 538.6 
救 急 相 談 97,549 81,153 16,396 （20.2%） 54.4% 49.2% 646.0 

救 急 要 請 12,763 13,039 -276 （-2.1%）（※1）13.1% （※1）16.1% 84.5 
相談前救急要請 292 276 16 （5.8%） 0.2% 0.2% 1.9 
かけ直し依頼 113 57 56 （98.2%） 0.1% 0.0% 0.7 
その他 （苦情） 0 0 0 （0.0%） 0.0% 0.0% 0.0 

応答率（※2） 93.8% 94.5% -0.7ポイント

［平成31年1月1日から令和元年5月31日まで］
■東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　東京消防庁救急相談センターは、2007年6月1日の開設以来、今年で13年目にな
りました。当初、1日に60数件であった救急相談件数も、今では多い時には700件を
超えるようになりました。相談センターでは、このような需要の増加に対応すべくさま
ざまな取り組みを行っています。相談看護師の増員、医療機関案内を担当する通信員
と相談看護師が即座に連携できるような着席位置の工夫、スタッフのプロトコルの習
熟に基づく相談対応時間の短縮、通信員から相談医への助言要請時の様式の工夫、
そして何よりも「できる限りの相談を受ける」という理念を本事業に係るスタッフ全体で
共有を図ることにより、95%前後という高い応答率を維持しています。
　今後さらなる質の高い電話救急相談を提供するため、引き続き皆様方の一層のご支
援、ご協力をどうぞよろしくお願い申し上げます。

東京消防庁救急相談センター
東京消防庁救急相談センター開設13年目を迎えて

令
和
元
年
度 

関
東
甲
信
越
医
師
会
連
合
会 

医
療
保
険
部
会
お
よ
び
介
護
保
険
部
会

発言する黒瀨理事

左から土谷理事、西田理事、平川副会長

▼ 

医
療
保
険
部
会

▼ 

介
護
保
険
部
会
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私
の
味
覚
と
心
を
満
た
し
て

く
れ
る
そ
ん
な
素
敵
な
店
が
あ

る
。
銀
座
や
青
山
に
あ
る
の
で

は
な
い
。
私
の
医
院
の
目
と
鼻

の
先
。
歩
い
て
３
分
と
か
か
ら

な
い
。
京
急
羽
田
空
港
線
「
糀

谷
駅
」
か
ら
徒
歩
５
分
。
糀
谷

は
元
々
海
苔
の
漁
師
が
多
く
住

ん
で
い
た
場
所
で
あ
る
。
羽
田

空
港
が
近
い
た
め
、
Ｃ
Ａ
な
ど

航
空
関
係
者
も
多
く
住
む
。
日

本
料
理
「
和
郷
」（
わ
き
ょ
う
）

は
そ
ん
な
街
に
あ
る
。

高
級
感
の
あ
る
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
を
入
る
と
１
階
に
は
６
名
用

の
個
室
。
階
段
を
上
る
と
清
潔

感
の
あ
る
10
席
ほ
ど
の
カ
ウ
ン

タ
ー
。
目
の
前
で
シ
ェ
フ
が
腕

を
ふ
る
う
。
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

の
小
沢
さ
ん
（
36
歳
）
が
29
歳

の
時
に
開
店
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手

を
思
わ
せ
る
、
き
り
っ
と
し
た

風
貌
。
イ
ケ
メ
ン
の
好
青
年
。

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
和
食
山
里
で

５
年
、
麻
布
の
和
食
店
で
５
年

の
修
行
。
信
条
は
美
味
し
さ
の

追
求
。
手
間
を
か
け
た
分
の
美

味
し
さ
を
お
客
様
に
伝
え
た
い

と
い
う
。
食
材
は
生
産
者
か
ら

直
接
仕
入
れ
る
。

目
標
は
海
外
か
ら
も
予
約
が

入
る
店
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

最
近
に
な
っ
て
ベ
ル
ギ
ー
や
カ

ナ
ダ
か
ら
も
お
客
が
来
た
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
評
判
を
知
っ
て
来
店
す

る
そ
う
だ
。
羽
田
空
港
が
近
い

こ
と
も
あ
り
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

の
客
や
通
り
が
か
っ
た
観
光
客

が
フ
ラ
ッ
と
看
板
を
見
て
立
ち

寄
る
こ
と
も
あ
る
。

和
郷
の
料
理
は
美
味
し
い
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
見
た
目
も
美

し
い
。
器
に
も
こ
だ
わ
り
が
あ

る
。
私
は
時
折
こ
の
店
に
立
ち

寄
っ
て
五
感
を
フ
ル
に
使
い
料

理
を
楽
し
み
、
心
を
癒
す
の
で

あ
る
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
和
郷
に

い
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

�

（
蒲
田
医
師
会
・
横
川
敏
男
）

138厚
生
労
働
省
介
護
保
険
事
業
報

告
に
よ
る
と
、
平
成
12
年
に
発
足

し
た
当
時
の
介
護
認
定
者
数
は
２

１
８
万
人
で
あ
っ
た
が
、
平
成
30

年
に
は
約
３
倍
の
６
５
７
万
人
に

な
っ
た
。
介
護
保
険
給
付
費
も
３

兆
円
か
ら
９
兆
円
に
増
加
し
て

い
る
。

認
定
者
数
は
要
支
援
等
の
軽
症

者
の
増
加
が
著
し
い
。
Ａ
Ｄ
Ｌ
が

自
立
し
て
い
る
あ
る
要
支
援
者
に

話
を
聞
く
と
、
急
に
介
護
が
必
要

な
時
に
備
え
て
介
護
認
定
を
申
請

し
た
と
い
う
。
実
際
に
受
け
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
は
月
３
０
０
円
で
杖

を
借
り
て
い
る
、
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
自
己
負
担
は
１
割
で
３

０
０
円
だ
が
、
９
割
は
保
険
給
付

費
な
の
で
、
杖
１
本
に
年
間
３
万

２
４
０
０
円
の
介
護
費
用
を
使
っ

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
何

年
も
継
続
し
て
い
る
。
介
護
保
険

給
付
費
の
総
額
を
抑
制
し
た
い
な

ら
、
こ
の
場
合
、
杖
は
自
費
で
購

入
す
べ
き
で
あ
る
。
自
宅
に
設
置

し
た
手
す
り
も
同
様
で
あ
る
。
要

支
援
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
内

容
で
、
現
物
レ
ン
タ
ル
は
規
制
が

必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

国
民
生
活
基
礎
調
査
に
よ
る

と
、
要
介
護
に
な
っ
た
理
由
の
１

位
が
認
知
症
18
％
、
２
位
が
脳
血

管
疾
患
16
・
６
％
、
３
位
が
衰
弱

13
・
３
％
、
４
位
が
骨
折
・
転
倒

12
・
１
％
、
５
位
が
関
節
疾
患

10
・
２
％
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る

と
介
護
予
防
は
単
一
の
診
療
科
の

課
題
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
診
療

科
で
予
防
対
策
を
行
う
必
要
が
あ

る
。整

形
外
科
に
は
骨
折
転
倒
関
節

疾
患
、
つ
ま
り
運
動
器
の
障
害
を

予
防
す
る
こ
と
が
課
せ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
平
成
19

年
に
日
本
整
形
外
科
学
会
は
、
運

動
器
の
障
害
に
よ
り
移
動
能
力
が

低
下
し
、
進
行
す
る
と
介
護
が
必

要
と
な
る
状
態
を
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
以
下
ロ
コ
モ

と
略
す
）
と
定
義
し
、
要
介
護
予

防
対
策
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
揚

げ
た
。

厚
労
省
も
寝
た
き
り
予
防
対
策

を
模
索
し
て
い
た
こ
と
か
ら
ロ
コ

モ
に
注
目
し
、
健
康
日
本
21
（
二

次
）
に
ロ
コ
モ
が
取
り
上
げ
ら
れ

た
。
平
成
34
年
度
ま
で
に
認
知
度

を
80
％
に
す
る
よ
う
に
目
標
設
定

さ
れ
、
日
本
整
形
外
科
学
会
は
高

齢
者
だ
け
で
は
な
く
、
介
護
と
は

無
縁
の
若
い
人
達
に
も
ロ
コ
モ
を

理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
活

動
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
17
％

か
ら
始
ま
っ
た
認
知
度
が
平
成
28

年
に
は
48
％
ま
で
上
昇
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
は
２
年
連
続
で
低
下

し
、
昨
年
度
は
45
％
と
頭
打
ち
の

状
況
で
あ
る
。

私
た
ち
整
形
外
科
医
は
整
形
外

科
単
独
で
の
活
動
に
限
界
を
感
じ

て
き
て
い
る
。
今
後
は
他
科
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
意
識
し
た

啓
発
活
動
を
検
討
し
て
い
る
。
介

護
転
倒
予
防
を
目
的
と
し
た
一
般

市
民
向
け
の
公
開
講
座
の
テ
ー
マ

に
、
難
聴
・
視
力
障
害
・
メ
タ
ボ

と
ロ
コ
モ
な
ど
、
他
科
と
積
極
的

に
連
携
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

他
科
医
の
ご
協
力
を
こ
の
場
を
借

り
て
お
願
い
し
た
い
。

介
護
認
定
者
数
の

増
加
が
止
ま
ら
な
い

　
　
東
京
都
臨
床
整
形
外
科
医
会 

会
長

　
　
日
本
臨
床
整
形
外
科
学
会 

副
理
事
長

�

奥
村
栄
次
郎

趣 味 の 散 歩

味覚と心を満たしてくれる
私の行きつけ

日本料理「和郷」

　

産
業
医
の
需
要
は
増
え
て
い
る
。
本
書
は
、
こ
れ
か
ら
産
業
医

に
な
ろ
う
と
す
る
経
験
の
浅
い
医
師
向
け
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

だ
。
小
規
模
事
業
所
の
嘱
託
産
業
医
を
初
め
て
引
き
受
け
る
医
師

に
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
平
易
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
た
本
書
が

十
分
に
役
立
つ
。

　

産
業
医
と
し
て
の
役
割
を
踏
ま
え
、
実
際
の
活
動
の
解
説
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の
法
律
や
考
え
方
に
即
し
て
、
主
治
医
や

事
業
場
内
資
源（
職
場
の
人
事
・
総
務
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
）と
の

役
割
の
違
い
な
ど
に
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
書
は「
第
一
歩
を
踏
み
出
す
」「
基
本
的
職
務
に
つ
い
て
考
え

る
」「
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
」「
考
え
方
を
整
理
す
る
」「
事
業
場

と
し
て
産
業
医
に
期
待
す
る
」の
各
章
と
用
語
集
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
。
Ａ
５
版
３
０
０
ペ
ー
ジ
ほ
ど
で
携
帯
し
や
す
く
、
重
宝

で
あ
る
。

発
行
▼
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会　

価
格
▼
１
７
０
０
円（
税
別
）

今日から安全衛生担当シリーズ
産業医の仕事
坂田晃一・福成雄三 著

知ってますか？

『人類は動物を摂取することなく生活を
成立させるべきである』と主張し、卵
の摂取にも反対する英国にある協会に
より1944年に提唱された。動物由来
のあらゆるものを拒否する人から、食
事についてのみ排除を要する人等多岐
にわたり、卵や乳製品を摂取するベジ
タリアンとは区別される。したがって彼
らには、鶏卵で培養されるワクチン摂
取に関しても注意が必要だろう。

ヴィーガン（Vegan）

「
都
医
ニ
ュ
ー
ス
２
号
」を

お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い

東
京
都
医
師
会 

広
報
学
術
情
報
課�

☎
０
３-
３
２
９
４-

８
８
２
１
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石井 史中野区医師会

　先日、落合水再生センターの施設内を見学する機会がありました。産
業医研修会で実地2単位が取得できるとのことで深く考えずに参加した
のです。天気が良く、クリニックから自転車でゆっくり30分サイクリン
グして現地に集合。
　下水を処理してきれいな水によみがえらせる水再生の工程で一番驚い
たのは、微生物が水再生の主役であり、大群でシャカリキになって頑張っ
ていることです。空気がブクブク吹き出す大きな下水プールの中に、微
生物の入った泥（活性汚泥）を加えかき混ぜます。空気を吸って元気もり
もりになった微生物たちは下水中の汚れをエサとして食べ、太った微生
物は固まって沈んでいき、細かい汚れも微生物に付着して沈みやすい塊
になります。上に残ったきれいな水（処理水）は水量が豊富で水質も安定
しており、神田川に放流、一部は西新宿などのビルの雑用水として、ま
た城南三河川清流復活事業に活用されているとのこと。
　私たちの使える水は地球上の約0.01％しかないそうです（ちなみに海
水が97.5％）。下水処理水は大切な水資源であることを認識し、自然に

おける浄化力の源である微生物の大きなパワーを感じました。アルケラ、
マクロビオツス、エピステリス…汚れた水をきれいにする微生物たちで
す。本能のままに一途に生きている姿に感動し、研修会で配布されたパ
ンフレットの微生物たちの絵がとてもかわいらしく見えました。
　翌日、いつものように外来をしていると、15年来の付き合いになる75
歳の女性が「眠剤は要りません、先日我が家にやってきたアイボのお世話
をしていると、疲れてぐっすり眠れるようになったので」と。アイボって
なんでしたっけ？アイボ（aibo）は犬の形をしたロボットで「アイ」はAI
だったんですね。手をかけてあげることでどんどん成長していくaibo。
　aiboがお掃除ロボットを動かしている動画があり、あら人間の存在は
必要ないのか。いえいえaiboはウンチをしないので、aiboだらけになっ
てしまうとあの大きな力を持った微生物の出番がなくなってしまう。微
生物、人間、aibo…長所短所を生かし補い、コラボすることについて考
えてみた2日間でした。
� （中野区医師会新聞 No.617から抜粋）

微生物パワー、aiboと私たち

鎌田康太郎北多摩医師会

　スマホの普及で週刊誌の発売部数が年々減少しているとの報告がある。
実際、電車に乗っていると、新聞や週刊誌を読む人は少なく、着座して

いるほとんどの人は、スマホを見て過ごしている。確かに場所は取らな
いし、鞄やポケットからの出し入れも雑作ない。しかもその情報量は無
限大ともいえる。何しろ世界中の情報を取り出せるのだから。
　情報提供側にもさまざまな苦労があり、歴史ある月刊誌が休刊となっ
たりしている。紙媒体は印刷すれば補正できない。電子媒体は書き換え
が容易という大きな差がある。時代は流れ、生活様式が変わり、次にど
んな便利なツールが出現するのか、我々には想像がつかないのだ。
　しかし紙媒体にはその良さもある。いつでも、どこでも見られるし、
書き込める。数人で閲覧して話題を共有できるし、壁に貼り出すことも
簡単だ。そんな週刊誌は、やはり生き残りを賭け、毎週知恵を絞って目
玉記事を模索しているに違いない。
　政治・経済・スポーツ・芸能などなどそれぞれ得意なジャンルで勝負
しているが、みんなに共通で関心があることは『健康関連』であろう。某
週刊誌などでは長期間にわたり、医療関連の話題を取り上げている。し
かしその内容は、医学の発展や優れた治療ならまだしも、「この薬を飲ん
ではいけない・検査の落ち度・この手術を受けてはいけない・医者病院
を変えよう」など医療に否定的な記事が目立つ。医療は患者の体質や症状
などでみんな違うはず。我々はこれを放置するしかないのであろうか。
� （北多摩医師会報 第567号から抜粋）

情報媒体

ふれあいポスト 各地区会報から

秋の輝き� 府中市医師会  松尾龍一
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東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

証
明
写
真
用
ボ
ッ
ク
ス
の
そ
っ
く
り
さ
ん
が
﹁
無

人
ク
リ
ニ
ッ
ク
﹂
と
し
て
活
躍
す
る
国
が
あ
る
。
つ

い
に
こ
こ
ま
で
進
化
し
た
か
。

　
﹁
平
安
好
医
生
﹂（
グ
ッ
ド
ド
ク
タ
ー
）
な
る
ア

プ
リ
が
医
療
事
情
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
問
診
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
、
薬
の
配
達
ま
で
し
て
く
れ
る
。
ユ
ー

ザ
ー
は
２
億
人
以
上
に
上
る
。
３
０
０
名
以
上
の

医
師
が
オ
ン
ラ
イ
ン
の
相
談
医
と
し
て
契
約
さ
れ
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
が
７
０
０
人
と
も
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
通
信
業
界
が
こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
注
目
し
て
い

る
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
健
康
相
談
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
、
将
来
は
診
察
に
つ
な
げ
る
よ
う
だ
。

当
然
、
相
談
要
員
に
医
師
が
雇
用
さ
れ
る
時
代
が

来
る
。

　

エ
ス
ト
ニ
ア
で
は
、
全
人
口
の
健
康
管
理
か
ら
銀

行
管
理
ま
で
ひ
と
つ
の
電
子
政
府
で
行
っ
て
い
る
。

当
た
り
前
の
Ｐ
Ｃ
画
面
の
裏
で
動
く
技
術
は
、
仮

想
通
貨
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
で
あ
る
。
分
散
さ

れ
た
情
報
を
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ムX-road

が
動
い
て
い
る
。
自
分
の
健
康
状
態
を
自
由
に
閲

覧
で
き
、
閲
覧
の
記
録
は
す
べ
て
残
さ
れ
、
虚
偽

が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
根
源
は
、

Decentralized

と
い
う
非
中
央
集
権
と
い
う
考
え
方

で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
診
療
情
報
を
患
者
・
家
族
・

医
療
機
関
で
共
有
す
る
流
れ
を
見
せ
て
い
る
。
知

人
の
ア
メ
リ
カ
人
が
医
療
機
関
を
受
診
し
た
と
こ

ろ
、my chart

な
る
ク
ラ
ウ
ド
に
て
診
断
名
・
レ
ン

ト
ゲ
ン
所
見
・
採
血
デ
ー
タ
・
処
方
薬
・
会
計
詳
細
・

次
回
予
約
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
さ

ら
にlearn more

の
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
病
気
や
薬

の
詳
細
を
知
り
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
、
確
実
に
医
療
の
定
義
・
医
療
の
場

を
変
え
つ
つ
あ
る
、
さ
ら
に
医
師
の
働
き
方
を
も

変
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
私
達
は
ど
う
向
き
合
っ

て
い
く
べ
き
な
の
か
？ 

（
東
海
林 

豊
）

感
染
症
豆
知
識

　本邦の結核罹患率は低下を続け、2017年には10万対13となっ

たことから、国は2020年に結核低蔓延国の指標である10万対10

以下とする目標を立てている。その一方で集団感染は明らかな低

下傾向がみられず、特に大都市圏の日本語学校で頻発していると

いっても過言ではない。これは、結核罹患率の高いアジアの国か

ら来た潜在性結核感染症の留学生が、日本で結核を発病して教室

内や居住家屋内の他の留学生たちに集団感染させるからである。

　結核の集団感染は、2家族以上にまたがって20人以上の感染者

がでたときと定義されるが、1人の発病者は感染者6人分に換算

される。保健所は、医療機関から排菌している肺結核患者の届け

出があると、その患者の生活環境を調査して、感染させた恐れの

ある家族や勤務先の同僚・学校関係者などに接触者健診を実施す

る。健診では、胸部X線写真（以下胸写）撮影とクォンティフェロ

ンまたはT-SPOT（以下IGRA）の採血が行われる。胸写で肺結核が

見つかれば発病者、胸写で異常がなくIGRA陽性であれば感染者

と判定される。

　保健所は集団感染と判れば厚生労働省に報告するので、毎年そ

の全国集計が公表される。2016年は35件（事業所13、学校8、医

療機関7、施設7）だったが、医療機関からの発生が1/4を占めて

いた。入院した肺結核患者に経過を聞くと、咳・痰症状から風邪

と思って診断前に近隣の医療機関を何件も渡り歩いていることが

多い。医師・コメディカルは他職種より格段に結核感染のリスク

が高いことを意識する必要がある。自院から集団感染を起こさな

いためにも、全職員に定期健診として胸写を撮り、軽症のうちに

診断することが重要である。 （文責：尾形英雄）

無 声 拝 聴 結核の集団感染対策

○  生活習慣を見直してみましょう
　・ タバコは吸わない、お酒はほどほど、適度な運動
○  定期的に区市町村等で実施しているがん検診を受けましょう
　・ 乳房エコー検診を受けた方に対し、費用の一部を助成しています

詳しくは、お送りしました組合報でご確認ください

保健事業の申請書はホームページよりダウンロードできます
www.tokyo-ishikokuho.or.jp

医師国保からのお知らせ

がん予防対策の推進について
～当組合はデータヘルス計画に基づいて
 がん予防対策を重要な課題としています～

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6431 （総務課）

医療は鉄腕アトムの時代へ

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先

慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内 
生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611
E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp 

日時▶10月12日（土） 15時～18時20分
会場▶ハイアットリージェンシー東京 地下1階『桃山』
開会の辞▶村田 満（生涯教育研修セミナー委員長・慶應医師会副会長）
挨拶▶天谷雅行（医学部長・慶應医学会長）
講演会▶『疼痛診療の進歩』
モデレーター▶森崎 浩（慶應義塾大学医学部麻酔学 教授）

①「慢性疼痛に対する学際的痛み診療 Up to date」小杉志都子（慶應義塾大学医学
部麻酔学 専任講師）②「痛みをとることによる生体制御機構への影響」成田 年（星薬
科大学薬理学研究室 教授）③「心と体に効くマインドフルネス」藤澤大介（慶應義塾大
学医学部（医療安全管理部／精神神経科）准教授）

参加費▶無料
取得単位▶日医生涯教育制度参加証交付3単位（カリキュラムコード：0、5、10）

次回セミナー開催予定▶2020年2月22日（土）

第119回 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー

問
合
先
東京小児科医会事務局　TEL：03-5388-5220

日時▶10月20日（日） 13時～17時
会場▶東京医科大学新病院9階臨床講堂
講演▶①「成育基本法の成立とこれから」松平隆光（日本小児科医会名誉会長）②「ア
トピー性皮膚炎のプロアクティブ療法」福家辰樹（国立成育医療センターアレルギー
科）③「発達障害児の家庭での対応」勝盛 宏（河北病院小児科）④「子どものマイナー
エマージェンシー」朱田博聖（北柏こどもクリニック）
参加費▶3,000円（会員）、5,000円（非会員）
取得単位▶新専門医制度①専門医共通講習ⅱ（医療倫理）・④小児科領域講習単位ⅲ、
参加単位ⅳ -B 1単位認定

第112回 東京小児科医会学術講演会

問
合
先
ノボノルディスクファーマ㈱　TEL：03-3661-6259

日時▶10月16日（水） 19時15分～21時05分
会場▶京王プラザホテル南館3階「グレースルーム」
挨拶▶馬場園哲也（東京女子医科大学糖尿病センター内科 教授・講座主任）

症例提示▶「高齢糖尿病患者における血糖コントロールと生命予後」中嶋順子（東京女子医科大
学糖尿病センター内科）

特別講演▶「認知症とフレイルを考慮した高齢者糖尿病の治療」荒木 厚（東京都健康長寿医療セ
ンター 副院長 内科統括部長）

参加費▶500円
取得単位▶日医生涯教育参加証1単位（カリキュラムコード：76、82）申請中、日本糖尿病療養指
導士認定単位更新の2群研修0.5単位申請中、東京糖尿病療養指導士・支援士認定更新のた
めの2群研修1単位申請中、日糖協療養指導医取得のための講習会申請中

東京女子医科大学
第56回糖尿病センターとの病診連携の会
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
JR御茶ノ水駅

東京都医師会館

1

2

B1 B2

日本医師会生涯教育講座

座
長　

東
京
都
医
師
会
理
事

落　

  

合　

  

和　

  

彦

東
京
女
子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　

骨
盤
底
機
能
再
建
診
療
部
／
泌
尿
器
科
教
授

�

巴     

ひ 

か 

る  

先
生

日
本
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
系

　
　

泌
尿
器
科
学
分
野
主
任
教
授

髙  

橋  　
　

悟  

先
生

男
性
と
女
性
の
尿
も
れ
、
尿
失
禁

日 時　令和元年10月17日（木）
　　　午後２時〜５時

日本医師会生涯教育制度 合計 2 単位
カリキュラムコード　65、66
日本内科学会認定総合内科専門医更新単位  2 単位

主催 東 京 都 医 師 会

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口）�下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口）� 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口）� 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）

女
性
の
頻
尿
・
尿
失
禁

巴
ひ
か
る 

先
生

女
性
は
妊
娠
・
出
産
で
骨
盤
底
筋
群

が
損
傷
を
受
け
る
た
め
頻
尿
や
尿
失
禁
を

起
こ
し
や
す
い
。

最
も
多
い
尿
失
禁
は
腹
圧
性
尿
失
禁

で
、
咳
・
く
し
ゃ
み
・
運
動
時
な
ど
に
漏

れ
る
。骨
盤
底
筋
訓
練
や
減
量
が
有
効
で
、

尿
道
を
テ
ー
プ
で
支
え
る
Ｔ
Ｖ
Ｔ
・
Ｔ
Ｏ

Ｔ
手
術
で
完
治
も
可
能
で
あ
る
。

過
活
動
膀
胱
は
突
然
の
こ
ら
え
き
れ

な
い
尿
意
（
尿
意
切
迫
感
）
の
た
め
に
昼

夜
頻
尿
と
な
る
。
40
歳
以
上
の
８
人
に
１

人
が
罹
患
し
、加
齢
と
と
も
に
増
加
す
る
。

女
性
で
は
過
半
数
で
切
迫
性
尿
失
禁
を
伴

う
。
治
療
は
飲
水
調
整
、骨
盤
底
筋
訓
練
、

膀
胱
訓
練
を
ベ
ー
ス
に
、
抗
コ
リ
ン
薬
・

β₃
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
受
容
体
作
動
薬
が
有

効
で
あ
る
。
後
者
は
副
作
用
が
少
な
く
高

齢
者
に
も
投
与
し
や
す
い
。

膀
胱
瘤
や
子
宮
脱
な
ど
の
骨
盤
臓
器

脱
で
は
排
尿
困
難
に
加
え
、
過
半
数
で
過

活
動
膀
胱
を
合
併
す
る
が
手
術
で
改
善
す

る
例
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
心
因
性
頻
尿
も

女
性
で
多
い
。

男
性
の
排
尿
ト
ラ
ブ
ル
と
前
立
腺
疾
患

髙
橋
　
悟 
先
生

男
女
と
も
に
加
齢
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま

な
下
部
尿
路
症
状
が
出
現
す
る
。
例
え
ば

尿
意
切
迫
感
の
た
め
に
頻
尿
、
切
迫
性
尿

失
禁
を
認
め
る
病
態
を
過
活
動
膀
胱
と
い

い
、
40
歳
以
上
の
男
女
の
12
・
４
％
に
認

め
ら
れ
る
。

し
か
し
下
部
尿
路
の
解
剖
学
的
性
差

は
大
き
く
、
男
性
で
は
過
活
動
膀
胱
に
加

え
て
前
立
腺
肥
大
症
に
よ
る
排
尿
症
状

（
尿
の
出
の
悪
さ
）
が
多
い
。
第
一
選
択

薬
の
α₁
遮
断
薬
と
Ｐ
Ｄ
Ｅ
５
阻
害
薬
は

排
尿
症
状
の
み
な
ら
ず
、
過
活
動
膀
胱
に

も
有
効
で
あ
り
、
さ
ら
に
β₃
作
動
薬
や

抗
ム
ス
カ
リ
ン
薬
の
併
用
で
、
よ
り
積
極

的
に
過
活
動
膀
胱
症
状
を
改
善
で
き
る
。

一
方
、
前
立
腺
体
積
が
大
き
い
症
例

は
肥
大
の
進
行
に
つ
れ
て
将
来
尿
閉
や
手

術
が
必
要
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
５

α

─

還
元
酵
素
阻
害
薬
は
そ
の
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
当
日
は
、
前
立

腺
癌
を
過
不
足
な
く
診
断
治
療
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
も
解
説
す
る
。
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　新宿区は、1日平均乗客数が約360万人の世界最大のターミ
ナルである新宿駅を擁する世界有数の都市で、区内には3大学
病院と5基幹病院があり、一般病床数も東京23区内では高水準
で、急性期医療資源には大変恵まれた地域です。
　しかし、今般の働き方改革に伴い、人員確保の観点から大病
院の各科当直体制の維持が困難となってきており、特にマイナー
診療科においてこの状況は顕著となっています。急性期医療体
制の維持のために、新宿区では、大学病院や基幹病院の了解の
もと、当直体制の輪番制に着手したところです。そして、輪番
制のスムーズな実現には医療情報の共有が不可欠であり、「東京
総合医療ネットワーク」による全病院間の電子カルテの連携が
望まれるところです。そのためには、現在の補助金制度の適用
を広げ、民間病院だけではなく公立病院にも拡大できるよう何
らかの方策を立てていただきたいと思います。
　一方、回復期・慢性期医療を充実させ、「地域包括ケアシステ
ム」を推進するためには、多施設・多職間の緊密な連携と情報
共有コミュニケーション手段が不可欠です。新宿区では平成25
年よりICT（クラウド）を利用し、多職種の医療従事者が情報共
有とネット上で意見交換も行える「新宿区医療連携システム（通
称「新宿きんと雲）」を立ち上げ、段階的に改良を重ねてきまし
た。このシステムにより患者さんの状態を正確に把握・共有し、
増悪時や看取りに際してもタイムロスの少ない対応が可能にな
ります。さらに、このシステムを利用し24時間のサポート体制
の実現を目指すため、病院・診療所・在宅支援診療所の医師に
よる「三人（複数）主治医制」を確立し、将来的には「東京総合医
療ネットワーク」とも連携することを目指しています。
　東京オリンピック・パラリンピックの開催を控え、メイン会
場である国立競技場を擁する新宿区は、中心的な役割と、大会
成功への機運を盛り上げていく役割を期待されています。同時
に、訪日外国人に対する医療や、感染症対策も重要な課題であり、
現在新宿区では、事務局の置かれた大久保病院を中心とした東
京都のモデル事業に参加して、訪日外国人診療対策を練ってい
るところです。
　麻疹・風疹対策としての抗体検査・ワクチン接種事業や、増

え続ける梅毒に対する対策も急務です。性感染症については、
性教育や性風俗従事者への周知啓発、保健所等での無料検診等
の対策がすでに実施されていますが、減少傾向が認められず、
特に梅毒は20代女性で増加の一途をたどっています。米国では、
いったん減少した梅毒の患者数がその後増大しており、梅毒検
査を公費から除外したことが一因ではないかという分析があり
ます。
　梅毒は無症状に経過することが多く、梅毒定性検査の費用は
比較的安価であるため、健診に組み込めば、早期発見・早期治
療につながることが期待できますので、梅毒検査の公費補助を
切に要望する次第です。
　健康寿命の延伸・フレイル予防については、健康寿命日本一
である山梨県の生活分析やAI分析などが行われています。山梨
県の特徴として①高齢者の就業率が高い、②日照時間が長い、
③家族との食事時間が長い、④マグロの消費量が日本一多い、
⑤図書館数が日本一多い、などが挙げられ、またNHKの番組の
AI分析では、読書や高齢者が家族と同居しないで自立した生活
をすることが好ましいという結果が出ています。これらの結果
から、買い物や家族や友人と食事のできる施設を併設した図書
館を高齢者の多い地域の徒歩圏内に増やすことが有効かもしれ
ません。新宿区では筋力アップのためのしんじゅく100トレ、
筋力・バランス能力を鍛える新宿いきいき体操、食べる力を鍛
える新宿ごっくん体操などを提供して、介護・フレイル予防に
役立てています。また、区民の皆様に対する医療情報提供の場
として「区民医療公開講座」を定期的に開催して好評を得ており
ます。
　その他、医師会員向けの活動として、会員から希望の多い看
護師等医療スタッフの人材確保のための事業や医業継承につい
ての対策にも取り組んでいます。
　人生100年時代を健やかに生きるためには、60代から70代
の熟年期の過ごし方が非常に重要です。生涯現役社会の実現を
目指すために、地域医療の重要性を再認識し、今後とも区民に
寄り添った活動をしていきたいと考えています。

地区医師会長からの一言
新宿区における問題点と、
健康長寿社会への取り組み
新宿区医師会長　平澤精一

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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